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第６回 岐阜市新型コロナウイルス感染症 経済対策 意見交換会 議事録 

 

■日 時：令和４年１１月１４日（月）１０：００～１２：００ 

■場 所：ぎふメディアコスモス かんがえるスタジオ 

■出 席 者：別紙のとおり 

■報道関係者：岐阜新聞、中日新聞、ＣＣＮ、ＮＨＫ岐阜 

 

１ 岐阜市長あいさつ                               

【柴橋市長】 

先週のぎふ信長まつりについては、準備から当日の運営まで、皆様のご支援ご協力を賜り、岐阜市

の存在を全国に広く発信することができた。コロナ禍に加え、物価高騰、資源高等による厳しい状

況が続いている中で、皆様から忌憚のないご意見を頂戴しながら、岐阜市としてできる経済対策に

取り組んでいきたい。 

 

２ 出席者ご紹介                                 

（資料の出席者一覧の配付にて紹介に代える。） 

 

３ 新型コロナウイルス感染症に関する岐阜市の経済対策について           

資料３「新型コロナウイルス感染症の感染者の発生状況及びワクチン接種状況について」 

（中村保健衛生部長から説明） 

資料５「岐阜市新型コロナウイルス感染症に関する経済対策」について 

（大塚ぎふ魅力づくり推進部長から、令和４年度中の経済対策の取組及び今後実施予定の取組につ

いて説明） 

資料４「新型コロナウイルス感染症の感染者数と主な経済支援事業」 

資料５「新型コロナウイルス感染症に関する経済対策について」 

資料６「新型コロナウイルス感染症に伴う影響調査」について 

（大久保経済部長から、第５回意見交換会を踏まえた施策、影響調査の結果概要について説明） 
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４ 意見交換                                   

各団体の現状や今後の見通しなどについて、資料１の出席者一覧の順にご意見を頂戴した。 

【岐阜商工会議所 廣田副会頭】 

・ 中小・小規模事業者のとりまく環境は第８波の懸念に加え、資源エネルギーの高騰、円安の急進、

ロシアのウクライナ侵攻等、複合的な要因による物価上昇が、非常に大きな影響を与えているが、

価格転嫁が十分に進んでおらず自助努力では困難なため厳しい。 

原材料価格の高騰や急激な為替変動が大きなリスク要因として考えられるため、この影響を受ける

事業者に対して引き続き手厚い支援が必要だと思っている。 

・ 中小企業の支援を通じ、地域経済の再生において様々な相談対応を行っているが、 

補助金の用途は、いずれの業種も機械導入や店舗改装等の設備投資が増えている。 

・ ゼロゼロ融資の返済が本格化するタイミングでの物価高騰により、企業収益が圧迫されていること

に加え、経営者の高齢化の進行も進み、廃業を選択する事業者が増えることが懸念される。「岐阜

県事業承継・引継ぎ支援センター」や「後継者知財バンク制度」を通じて地域経済を支える事業者

を守る取り組みに注力していきたい。 

・ 以前に比べ、リベンジ消費が期待できる状況になってきているが、事業再構築や新分野への進出に

チャレンジする事業者等を後押しするため、新しいビジネス機会の支援が必要であるため、引き続

き手厚い支援をお願いしたい 

 

【柳津町商工会 竹中会長】 

・ 小規模事業者においては、景況も人の動きもやや活発になってきているが、中小企業や零細企業に

おいては、円安の影響等も受け、経済状況が厳しくなっている。 

・ 事業継承ができておらず、若い経営者が少ない。デジタル化推進の講演会等も開催しているが、高

齢者はデジタル化をなかなか受け入れられないため、指導に苦心している。 

・ 商店街では、マスクや消毒等の対策をしっかり行っているので、岐阜市においても第８波に向けて

の対策をしっかり行ってもらいたい。 

 

【一般社団法人岐阜青年会議所 八代理事長】 

・ ６３名を対象に現場の状況等のアンケート調査を行った結果、「現在コロナ禍によって抱えている

問題」については、「濃厚接触者による社員の出社規制」と答えた割合が３５％で最も多く、介護

福祉、観光業、飲食業の分野で、事業運営資金の調達、返済が厳しいという声が多く挙げられた。

「コロナ禍による業績への影響」については、７０％以上の企業が、コロナによる何らかの影響を

感じているが、その半数はコロナ禍でも業績を伸ばしていると回答が得られ、経済復興の現れを感

じ取れる。「ポストコロナにおいて必要なこと」については、「コロナ禍前と同じように接触しても
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問題ない意識や環境に戻す運動」と答えた割合が３３％と最も多く、いち早くコロナ前の環境に戻

したいという意識が強く見られる。「ポストコロナを見据えて取り組んでほしいこと」については、

コロナ以前の環境に戻すために、行政と民間で協力して、マスク無しで過ごすための社会実証実験

などに取り組みたいという意見が得られた。「昨今の原油等の資源及び物価高騰等による業績への

影響」については、「売上など業績はよくないし、影響が関係していると感じている」と答えた割

合が最も多いが、「影響を感じつつも売上など業績を伸ばしている」と答えた割合も同程度見受け

られた。ただその中でも、経費が圧迫されるなど物価高等の影響を感じている企業は多かった。

「昨今の原油等の資源及び物価の高騰等で特に困っていることがあるか」については、「資源高の

補助金が欲しい」という回答が最も多かった。また、「賃金を上げたいが厳しい」という声も見受

けられた。 

 

【岐阜市商店街振興組合連合会 神山理事】 

・ 中心市街地にマンションが増え、柳ケ瀬グラッセル３５の建設や、金公園の整備なども進んでいる。

岐阜市民や、新たに岐阜市に移り住んだ人に、岐阜市のよさを感じてもらうことで、中心市街地の

活性化に繋がっていくと考える。 

・ 飲食店など、助成金ありきの経営になってしまうことが懸念される。 

 

【岐阜柳ケ瀬商店街振興組合連合会 林理事長】 

・ 旧長崎屋跡地を柳ケ瀬広場に整備する再開発事業が始まっている中で、この２,３年の間に、“密を

避ける商店街”として、商店街の基本的な構造自体を新しく変えていかなければならないと感じて

いる。 

・ 電灯料補助の打ち切りについて、フォローアップをお願いしたい。 

 

【一般社団法人岐阜ファッション産業連合会 武藤理事長】 

・ コロナの影響は６割越えが一部回復していると回答し、コロナによる影響はほぼないと考えている

が、物価高や原油高については、７割強の方が不安を抱え、深刻な状況を迎えている。 

・ コロナ禍における購買意欲が低下していた中で、市の消費喚起等の施策はあったが、全国的に商品

を卸している会社もあり、市の施策だけでは賄えない部分もあることから、客の呼び込みに力を入

れていきたい。 

・ 今年の夏ごろから注文が増えたが人手不足で製造が追いつかない。 

・ 繊維業界は、細かい分業制になっているので、廃業や事業転換などがあると体制を取りにくくなる。

全体的な見直しをしていきたい。 

・ 繊維業の消費喚起事業を企画していきたいと考えている。 
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【岐阜婦人子供服工業組合 糸尾副理事長】 

・ 店頭の売り上げは、コロナ前の７０～８０％ほどである。コロナから３年も経っているので、自助

努力の段階にきていると思うが、原油高、物価高によって仕入れ原価が１～３割上がっている。フ

ァッション業界は現在も価格競争が激しいので、価格転嫁がしづらい。 

・ 従業員の働き方や、経営面において、雇用調整助成金ありきのやりくりになってきていることを問

題視している。 

・ コロナ融資の返済に対する不安がある。 

・ 消費喚起の施策を希望する。 

・ オンライン販売や、ECショップについて予想よりコストがかかっている。単独でのイベントに対し

ても支援をしてほしい。 

 

【協同組合岐阜市土産品協会 藤吉代表理事】 

・ 販売促進と消費喚起補助金を利用し、告知も含め、顧客のターゲットを絞ったイベントを開催する

ことができた。 

・ 紙のクーポン券等だと、現金化するのに時間がかかるため、ペイペイなどのキャッシュレス支払い

を進めていきたい。 

・ 「ぎふ旅コイン」を、紙ベースでも発行することで、修学旅行生などにも使ってもらえるようにし

たらどうか。 

 

【岐阜長良川温泉旅館協同組合 永瀬専務理事】 

・ GoTo トラベルや、全国旅行支援など一時的には助かるが、長続きしなくて苦労している。 

・ 資金援助や借り入れの長期化をお願いしたい。 

・ 会社都合で従業員を解雇したことはないが、人材が流出し従業員が減少している。雇用の確保に関

する方策を求めている。 

 

【一般社団法人岐阜ホテル会 新野事務局長】 

・ 全国的に見ても、駅前のホテル稼働率としては高めで、平均販売価格もコロナ前に戻っているが、

玉宮の忘新年会のキャンセルがでてきているため、第８波の感染状況によっては非常に厳しい数字

となると考えている。 

・ １２月もしくは年明けに向けて、市独自の宿泊助成金が欲しい。 

・ １０月から外国人観光客が動き出し、予想より早く感じている。コロナ前と客層（国）が変化して

おり、外国人誘客に関して、駐車場代や宿泊の割引、燃料費等の助成金をいただけるとありがたい。 

・ 駅前のホテルは、約１割の従業員不足となっており、応募自体がない。求人費用が高く、負担とな

っている。また、原材料の値上げにより負担が増え厳しい状況となっている。 
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【一般社団法人岐阜土木工業会 長尾理事長】 

・ ここ１０年ほどかけて、人件費等上げてきたが、現在は資材等高騰で苦しい。 

・ 公共事業をメインにしている事業者が多く、時期や人的資源を考え、仕事の発注を平準化してもら

えるとありがたい。 

・ 資材の高騰に伴う単価の変更等については、迅速にお願いしたい。 

 

【岐阜市建築技術協会 桑原会長】 

・ 需要自体はあるが、半導体が高騰しており、顧客と予算の折り合いをつけるのが難しくなり、工期

の遅れにも繋がっている。 

 

【ぎふ農業協同組合 伊藤代表理事専務】 

・ コロナよりも資材高と農産物の価格低迷が厳しく農家所得が縮まっている。 

・ ウクライナ問題により、食料の安全保障・食料自給率を高めていかなければならない。 

・ 肥料は前年比１２０％の高騰、秋からまた１割の値上がり。飼料は前年比２倍の高騰。燃料費、ダ

ンボール、農機具などすべての資材が高騰し、地域の農業を支えている担い手が厳しい状況にある。 

・ 国による費用価格高騰対策によって７割負担されているが、残り３割は自己負担であるため、その

部分で支援や継続的支援を望む要望が最も多い。 

・ 地元の農産物の購入やカーボンニュートラル・GXの PR も行っていきたい。 

 

【岐阜県木材協同組合連合会 吉田会長】 

・ 木材、住宅建材の上昇により住宅価格が２割ほど上昇している。 

 

【一般社団法人岐阜銀行協会 脇田専務理事】 

・ 上半期の倒産件数は全国的に見て３年ぶりに増加している。１０月は、７ヶ月連続で上昇している。 

・ コロナの返済時期に燃料や原材料高、円安が引き金となり、倒産も増えている。 

・ 伴走支援型特別保証による借り換え、信用保証協会の超長期補償制度等による借り換え、また信用

保証協会と連携協働した経営支援などに取り組んでいる。 

・ 今回の政府の新たな経済対策として、ゼロゼロ融資の借り換えの上限を従来の6000万から1億4000

万上積みしたが、単に借り替えによる延命措置だけではなく、事業再構築など新たな資金需要にも

応えていけるよう、上積みを活用していきたい。また中小企業活性化協議会や、関係機関とも連携

して、事業再生に主体的に取り組み、アフターコロナを見据えた支援体制を構築していきたい。 

 

【岐阜市信用保証協会 牧ヶ野会長】 

・ 令和 4年度の保証承諾額は、9月末時点で 153 億 2000 万円の対前年比 109％。 
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・ 今後も DX、GX、SDGｓを念頭に支援する 

 

【岐阜県タクシー協会岐阜支部 小島支部長】 

・ 中部地区他県と比べると、岐阜の回復度合いのスピードは遅い。定住人口の利用率を上げるため、

高齢者や身障者の足となるよう、車椅子で利用できるようなユニバーサルタクシーの普及に関わる

助成をしてほしい。 

・ 名古屋市では子育て世代向けに、妊産婦の移動補助や、未成年者の通学、送り迎え等の支援を行っ

ている。岐阜市でもこうした制度を取り入れることで、定住人口を増やすことにつながると思う。 

・ 従業員不足により、1 日当たりの稼働単価が低くなっている。雇用促進の支援を求めたい。 

 

【公益社団法人岐阜県バス協会 瀧会長】 

・ ダイヤ等削りつつ、コロナ前の８割まで回復している。 

・ EV バスの普及支援して欲しい。 

・ 県内のバス事業者では資金繰りに苦労し廃業しているところもある。 

 

【岐阜県トラック協会岐阜支部 大坪副支部長代理】 

・ 燃料高騰の支援をお願いしたい。 

・ 承継問題等の支援をお願いしたい。 

 

◆市長から感想やお礼 

【柴橋市長】 

各業種の皆様方から厳しい状況等を聞かせていただく中で、介護や飲食、観光等、いくつかキーワ

ードをいただくことができた。こうした機会をしっかりととらえ、今後の経済対策に生かさせてい

ただきたい。皆様から貴重なご意見を頂けたことに感謝申し上げる。 

―― 了 ―― 


